
【信州の木活用課】

１　必要性・独自性

・

・

２　目指す成果・成果目標 【基本方針活用事業より】

・

・

【取組により期待される効果】

３　事業の概要

・

予算額：千円

４　見える化に向けた取組、取組の継続性、他地域への波及効果等

・

【参考】　事業イメージ

地域で進める里山集約化事業

小規模個人有林、不在村者所有森林等が多い里山の森林整備を推進するため、間伐事業実施地の
森林所有者の合意形成や、所有者の境界を明確化する取組を支援する。

里山の小規模個人有林等の整備を効率的かつ効果的に進めるためには、境界の明確化や森林所有
者の同意取得を行い、施業を集約化するための条件整備が必要。

一方で、所有者の不在村化や境界の不明瞭などにより、施業の集約化が困難な場合も存在すること
から、地域の実情に応じ、小規模個人有林等の整備を推進。

防災・減災のために必要不可欠な里山の間伐 概ね 4,300ha 程度/5 年間

地域住民等の主体的な参画による里山の整備・利活用　概ね1,500ha程度/5年間

・森林整備の実施を通じた防災意識の向上（里山整備実施者の増加）

・里山を活用した副業の展開等による山村経済の活性化

・地域住民の里山利活用の増加

事業内容 事業主体 Ｈ31年度 事業計画 補助率 予算額

集約化等面積 500ha

集約化や境界の明確化の効率的な手法、取組事例を整理、発信する。

・森林所有者の同意取得
・境界の明確化

自治会組織、
林業事業体等

定額 8,000

所有者説明会による同意取得

施業境界の明確化

里山の整備

住民による里山利用
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